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名物市長が駅前再開発
ピコティ

フ
~

イピコ

小
金

東
京
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
発

展
し
て
き
た
松
戸
市
の
Ｊ
Ｒ
北
小
金

駅
。
夕
方
、
下
り
電
車
か
ら
は
き
出

さ
れ
た
乗
客
た
ち
が
南

日
の
駅
前
ビ

ル

「
ピ

コ
テ

ィ
」

へ
吸
い
込
ま
れ

て

い
く
。
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
も
入

る
街
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
だ
。

「
ビ
ル
が
建

つ
前
は
神
社
が
あ

っ

て
ね
」
。
近
く
に
住
む
板
倉
徹
男
さ

ん
（
８０
）
が
回
想
す
る
。
駅
は
板
倉
さ

ん
の
曽
祖
父
ら
当
時
の
地
主
た
ち
が

協
力
し
て
１
９
１
１
年
に
開
設
さ
れ

た
。
駅
と
国
道
６
号
を
結
ぶ
小
金
宿

通
り
に
は
か

つ
て
宿
場
が
あ
り
、
最

後
の
将
軍

・
徳
川
慶
喜
も
江
戸
と
水

戸
の
往
来
で
水
戸
家
専
用
の
旅
館
に

泊
ま

っ
た
。
今
も
旅
籠

「
玉
屋
」
の

建
物
が
残
る
こ
の
道
の
北
側
に
鎮
座

し
た
の
が
八
坂
神
社
だ

っ
た
。

神
社
を
移
転
さ
せ
た
の
は
、
ド
ラ

ッ
グ

ス
ト
ア

「
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
」

の
創
業
者

で
、
同
社
発
祥
の
薬
局
兼

住
宅
を
神
社
前

に
構
え
て
い
た
当
時

の
松
本
清

・
松
戸
市
長
だ

っ
た
。
６９

年
に
就
任
す
る
や
小
金
地
区
の
開
発

に
乗
り
出
し
た
。
人

口
急
増
期
を
迎

え
、
駅
真
正
面
の
神
社
を
移
し
て
都

市
型

の
街
並
み
を

つ
く
る
こ
と
を
思

い
描
い
て
い
た
。

板
倉
さ
ん
ら
多
く
の
住
民
は
地
域

の
守
り
神
を
動
か
す

こ
と
に
複
雑
な

思
い
で
い
た
。
果
た
し
て
、
市
長
は

移
転
の
準
備
を
進
め

て
い
た
７３
年
５

月
に
急
逝
し
た
。
神
社
は
７
月
に
移

っ
た
が
、
そ
の
後
も
跡
地
の
オ
オ
イ

チ

ョ
ウ
が
倒
れ
て
マ
ツ
モ
ト
キ

ヨ
シ

ー
号
店
を
直
撃
。
不
穏
な
空
気
が
流

れ
た
。

空
き
地
だ

っ
た

こ
の
場
所
に
市
長

悲
願
の
再
開
発
ビ
ル

「
ピ

コ
テ
ィ
」

が
完
成
し
た
の
は
９３
年
の
こ
と
。
利

便
性
は
飛
躍
的
に
高
ま

っ
た
が
、
板

倉
さ
ん
は
「
神
社
が
中
心
か
ら
外
れ
、

地
域
の
結
び

つ
き
は
弱
く
な

っ
た
」

と
話
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
案
じ
た
地
元
有

志
は
２
０
０
３
年
に

「
小
金
の
街
を

よ
く
す
る
会
」
を
発
足
。
事
務
局
長

で
東

漸

寺

住

職

の
鈴

木

悦

朗

さ

ん

（
６１
）
は
市
立
小
金
小
の
児
童
廷
地
域

の
歴
史
な
ど
を
教
え
る
取
り
組
み
を

続
け

て
い
る
。
ク
リ

ス
マ
ス
に
は
子

供
た
ち
が
駅
前

に
電
飾
で
彩
り
を
添

え
る
な
ど
、
郷
土
意
識
が
育
ま
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。

鈴
木
さ
ん
は
活
動
を
通
じ
、
小
金

宿
通
り
の
歩
道
が
市
長
の
尽
力

で
で

き
た
こ
と
を
知

っ
た
。

「
こ
の
道
を

安
全
な
形

で
後
世
に
残
し
た
功
績
は

大
き
い
」

松
本
清
氏
が
市
役
所
に

「
す
ぐ
や

る
課
」
を
設
置
し
て
１０
月

で
５０
年
。

「
市
役
所
は
、
市
民
に
役
立

つ
、
役

に
立

つ
人
が
い
る
所
」
。
北
小
金
ゆ

か
り
の
名
物
市
長
の
色
あ
せ
な
い
言

葉
だ
。

（
矢
牧
久
明
）
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0小金宿通 りか ら見 た駅方面。かつて神社があ った場所には
商業施設 と住宅が入 る再開発 ビル 「 ピコテ ィ」 (右 )が立つ
0北小金駅の落成式 に出席 した地主たち。前列左 が板倉 さん
の曽祖父 の久雄 さん (1911年撮影。板倉さん提供 )
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